人工のパラダイス [要旨] by ホーラク サブリナ　ヘドイグ & SABRINA HEDWIG HORAK
    
 
 
氏名 ホーラク サブリナ ヘドイグ 




学位論文等題目 〈論文〉 人工のパラダイス 




Eli Fontana discovers Paradise  
Fontana Eli Fontana  
Ｍａｄｒｅｎａｌ  
One perfect moment  
Mirador 
Distant Dream 
After the war  
Bonbon 
Aikea Guinea  
Mirador 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） O JUN 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 道信 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 三井田 盛一郎 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） シュナイダー ミヒャエル 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  






























































































































































    
 
れまで人が水辺でくつろぐシーンを単体で作って来たがそこに「物語」が導入されたことである。それに
よって時間性、方向性が表現に繰り込まれた構成となった。ただし、その制作上の変化が作家のなかでま
だ充分に消化され質実が充たされるまでには至っていない。この新展開の行方は次作によって深められる
ことで作品としての強度と魅力を増すであろう。論文第一副査を務めていただいた佐藤先生には論文の執
筆の当初から最後まで論文論考全体に大変懇切丁寧な指導をいただいた。シュナイダー先生は本人と同国
人ということで論考について歴史的な事実、ヨーロッパ圏の楽園信仰や概念について常に細かく深いニュ
アンスまで母国語と英語によって指導をいただいた。三井田先生からは論文の中身に関する指摘や指導の
他に特に制作上の問題点と可能性について非常に精緻で分析的、かつ示唆に富んだアドバイスをいただい
た。彼女の作家としての一歩先を照らしてくれるような導きをしていただいた。論文発表の後では各教員
から様々な感想と作品の形体、具体的な制作方法についての質問がなされた。人間の全身像が多く描かれ
ていて絵画性の強いイメージであるが、すべてが板材から切り出された形（パーツ）であること、新作に
おいてはその登場人物が全て女性であること、また水着を着ている理由、作品形体がシンメトリックな配
置によって宗教的雰囲気が出ていることについてなど。本人はよくそれらについて明快に答え、今後の課
題も含め次作についての抱負も話した。今後の期待とともに課題でもある。最終試験では一般常識や論文、
制作に関する質問に対していずれも満足する回答をした。審査の全てを終了し教員全員は本学生Sabrina 
Hedwig Horakを博士号取得に相応しいものと判定した。 
